
 

 

中山地区公民館だより 
 
 
 
 
 
 
昔むかしの古い話ですが、永木の渓におられた氏神様と寺野の里におられた白髭様は兄弟で、永木の氏神様が兄でした。

昔は、永木も佐礼谷も一つの政（まつりごと）が行われていたそうです。それを兄弟の神様が相談し、村を二つに分けて政
を行うことを決め、その境を決めることについて、酉の端から永木の氏神様が東の端から寺野の白髭様が、ともに牛に乗っ
て同じ時刻に出発し出会ったところを境にしようということになりました。 
 そこである日、両方の神様が同じ時刻に出発されました。ところが、お兄様の氏神様は約束を破って馬に乗って出発しま
した。こうして出会ったところが、以前中山と佐礼谷の境界でありました「ゴンロク谷」であったそうです。ともあれ、今
日、町村合併（昭和３０年）により仲睦ましくまつりごとが行われているおりから心温まるものを感じます。（中山史談会） 
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・・・・館長のひとりごと・・・・ NO.31  

 

 

明けましておめでとうございます。旧年中は公民館活動に対し格別のご理解とご支援

を賜り誠にありがとうございました。一年というのはいつもあっという間に過ぎてしま

い、良いことがあった人もなかった人も「今年はもっと良い年にしたい」皆さんそう思

いますよね！ところで、今年の干支は亥年。十二支の中でも一番最後の年です。そして

平成の時代も最後となり、５月からは新しい元号が始まり新しい時代を迎えます。

2018 年の漢字一文字は災害が相次いだこともあって「災」でしたが、「災い転じて福

となす」、今年一年、平穏な年であることを願いたいものです。少子高齢化による人口

減少がますます進む中山地区ですが、本年も中山の特徴を活かした「地域づくり、人づ

くり」を目標に公民館活動に取り組んで参りたいと思います。 

今年一年、皆様方にとって幸多き年となりますよう心からお祈り申し上げます。 

 

どんど焼きまつり 平成 

お正月のお飾りやしめ飾り、お守

りなどを持ち寄り、家内安全、無病

息災を願う「どんど焼きまつり」を

開催します。 

皆さんもぜひご来場ください。 

【日時】平成 31年１月 13日（日）  

午前７時３０分～ 

【会場】中山小学校グラウンド 

◆日  時 
平成 3１年 1 月 13 日（日） 

午前 10 時～ 
◆会  場  
伊予市民体育館 
 
◆対  象  
平成 10 年 4 月 2 日 
～平成 11 年 4 月 1 日生まれの方 
 
◆問合せ先 

 社会教育課 ℡982-5155 
 

平成３１年１月 1３日（日） 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（11 月末現在） 

人 口 2,968人(-16) 

男性 1,410 人(-7) 

女性 1,558 人(-9) 

世帯数 1,341 戸(-2) 

 

 

ななかかややままタタイイムムスス 

～中山町のむかしばなし～ 
（第２回 中山と佐礼谷の神様による領分わけ） 

中山町に伝わる民話や伝説をご紹介します ２０１９年１月号 

第 31回 なかやま芸能発表会 

「村中万歳保存会」のスコップ三味線 

「３Ｂ体操」の３Ｂ体操 

藤間 都志咲さんの舞踊 

「中山民謡クラブ」の三味線合奏

合奏 

 

11 月２５日（日）、中山地区公民館大ホールで、「第３１回なかやま芸

能発表会」が開催され、約１５０人が来場されました。 

当日は、カラオケ愛好者による歌声の披露の他、舞踊や万歳など日頃の

活動の成果を披露。会場から大きな拍手が送られていました。 

 

                   （当日の発表会の一部を掲載します。） 

「梅青団」の劇 

「中山歌体操」の歌体操 

古田幸子さんの舞踊 

峠のＯＢＡＪＩＮ太鼓 

山田 幸子さんの詩舞 

平成 31年成人式 

昨年の「どんど焼きまつり」の様子 
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1 火 元日

2 水
3 木
4 金 官公庁仕事始め

5 土
6 日
7 月
8 火
9 水 中山わんぱく塾

10 木
11 金 野中支館高齢者教室

12 土

13 日
伊予市成人式
中山支館「どんど焼きまつり」

14 月 成人の日

15 火

16 水
中山支館成人大学（第３回）
中山・佐礼谷わんぱく塾

17 木
18 金 中山老人クラブ世代間交流（中山小）

19 土
20 日 新春囲碁将棋大会

21 月
22 火
23 水 中山・佐礼谷わんぱく塾

24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水 中山・佐礼谷わんぱく塾

31 木

１月の行事予定



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

  

 

 

 

年年  
年年
男男
・・
年年
女女  

  

今今
年年
のの
抱抱
負負
！！   

  

   

   

年男・年女の皆さんに 2019 年の抱負を

お聞きしました。 

 皆さんはどんな一年にしたいですか？ 

「
自
主
防
災
教
室
」
消
火
栓
の
取
扱
い
等
を
学
ぶ 

 

「
女
性
趣
味
の
教
室
」
ハ
―
バ
リ
ウ
ム
作
品
作
り 

佐
礼
谷
地
域
入
口
に
大
門
松
を
設
置
し
ま
し
た 

野
中
支
館
で
楽
し
く
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会 

４度目の年男になります。３度目からの一回りの間
は、子どもの成長と共に慌しく過ごしながらも家族のあ
りがたさを感じ、また、お世話になった大切な方々の多
くを亡くし寂しい思いもしてきました。 
 今は、これまで気にして無かった体力の衰えや健康不
安なども感じ始めており、これを機に生活習慣など見直
し、人との関わりを大切にしながら、家族全員元気で過
ごしたいと思います。 

2019 年は、30 年続いた平成の世が終わり、新しい元
号が始まる年です。私は、特別趣味と言える事がないので、
これを機会に新しい趣味を始めようかと思います。それ
は、「読書」と「ゴルフ」です。しかし、ゴルフはお金が
掛りそうなので、妻に要相談かな？（笑） 
 今まで幸いにも大きなケガや大病を患ったこともなく、
心身ともに健康に過ごしてこられましたので、今年も健康
に気を付け、仕事も趣味も充実した一年にしたいです。 

 

 今年は、社会人二年目となります。家族や地域の方々

への感謝の気持ちを忘れることなく、諸先輩方から沢山

の事を学び吸収し、自分の可能性を広げることのできる

一年にしたいです。 

 そして、昨年よりも心にゆとりを持ち、仕事に趣味に

充実した日々を過ごし、健康で笑顔あふれる年にしたい

と思います。 

 早いもので、いつの間にか還暦を迎える年になりました。

地域の方々や家族に支えられて、この年に至ったことに感

謝しています。 

 今年こそは、色々なことが中途半端にならないように「あ

れもしよう」「これもしよう」と思うのをやめて、無理を

せず欲張らず身体と相談しながら一つひとつクリアしてい

ける年にしたいと思います。 

私は今年の春から中学生になります。 

中学校で頑張りたいことは、勉強と部活です。小学生よ

りもぐっと勉強の量が増えるので、部活でつかれていても、

すいみん不足にならないよう頑張りたいです。友達も小学

校とは違った新しい友達を増やしたいです。また、運動会

や文化活動発表会のような行事もワクワクしています。 

 中学校生活が今からとても楽しみです。 

新しい元号となる節目の年に、お陰さまで６度目の
年女を迎えることが出来ました。これまで多くの方々
に支えられて生かされてきた事に感謝すると共に、微
力ではありますがその方々へのご恩返しが出来れば幸
いかと思っています。 
 今まで猪のごとく「猪突猛進」で歩んできた気がし
ます。これからは、心身共にゆとりを持って周りの方々
や家族との絆を大切に、健康寿命を目指そうと思って
います。 
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11
月
25
日
（
日
）
、
中
山
小
学

校
体
育
館
ほ
か
で
地
域
住
民
が

自
助
・
共
助
の
意
識
を
高
め
、
近

隣
自
主
防
災
組
織
の
協
力
連
携

と
各
組
織
に
お
け
る
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、
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災
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
約
８０
人
の
住
民
が
参

加
。
消
火
栓
の
取
扱
い
訓
練
の
ほ

か
、
簡
易
ト
イ
レ
の
組
立
て
、
消

火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
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11
月
28
日
（
水
）
、
中
山
地
区

公
民
館
で
、
中
山
支
館
主
催
の
「
女
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の
教
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」
が
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れ
、
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り
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ハ
ー
バ
リ
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ム
「
植
物
標
本
」

は
、
瓶
の
中
に
入
れ
た

ド
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参
加
者
は
色
鮮
や
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な
作
品
の

完
成
に
大
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足
の
様
子
で
し
た
。 

１２
月
２
日
（
日
）、「
年
末
年
始
の
帰
省
客
ら
に
ふ
る
さ
と
に
帰

っ
て
来
た
こ
と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、
今

年
も
「
住
民
自
治
さ
れ
だ
に
」
の
皆
さ
ん
ら
が
榎
峠
・
犬
寄
地
区

に
大
門
松
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。 

 

門
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切
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た
孟
宗
竹
に
縁
起
物 

の
松
や
南
天
な
ど 

を
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え
る
な
ど
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て
飾
り
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け
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行 

い
見
応
え
十
分
。 
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れ
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す
。 

11
月
23
日
（
土
）
、
野
中
ク

ロ
ッ
ケ
ー
場
で
「
第
39
回
野
中

支
館
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
地
区
の
幅
広
い
年
齢

層
の
皆
さ
ん
約
５０
人
が
参
加
。

和
気
あ
い
あ
い
と
ク
ロ
ッ
ケ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。 

（
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
） 

【
優 

勝
】 

大 

矢
分
館 

 

【
準
優
勝
】 

影
之
浦
分
館 

クロッケー大会参加の皆さん 
榎峠に設置された大門松 消火栓の取扱いを学ぶ皆さん 

新
し
い
元
号
が
始
ま
る
年
。

こ
れ
を
機
会
に
新
し
い
趣
味

を
始
め
よ
う
か
と
・
・
・ 

春
か
ら
中
学
生
。
勉
強
と

部
活
を
頑
張
り
、
運
動
会
や

文
化
活
動
の
行
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

ハ―バリウム作りを行う皆さん

加者 

周
り
の
方
々
や
家
族
と
の

絆
を
大
切
に
、
健
康
寿
命
を

目
指
し
ま
す
。 

「
あ
れ
も
こ
れ
も
し
よ
う
」
と

思
わ
ず
、
身
体
と
相
談
し
な
が

ら
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
け

る
年
に
・・・ 

心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
仕
事

に
趣
味
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
、
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
一
年
に
・
・
・ 

 

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

家
族
全
員
元
気
で
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
・・・ 

 

  

  


